
 
 

フォーラムのチラシ、主催、後援団体の数

もたくさんです。 

平成 22 年 12 月 22（水） 

木の町 KYOTO フォーラム 2010 に参加 編 

 

2 年ほど前に募集された国土交通省の建設業と地域の

元気回復事業にのしろ白神ネットワークでも能代山本建

設業協会や能代地域活性化協議会と一緒に木都のしろの

復興を目指して応募しました。短い時間のなか多くの方

の協力を得なが練られた申請内容でしたが、残念ながら

採択されませんでした。 

それから 3ヶ月ほどたって敗戦のショックから立ち直

りかけたころ、突然、京都府建設業協会から連絡が入り

ました。木の歩道を造れないでしょうかという相談で、

間もなく 7、8 名の関係者の皆さんが木高研にお見えにな

りました。この方達は建設業界の方だけでなく、林業、

建築などいろいろな業界の方がいて、名刺には『「木」の

町づくり協議会』と書いてありました。聞けば、元気回

復事業に採択されて組織した協議会とのことで、事業に

採択されたのはいいけどどうしたらいいか分からない、

という何ともうらやましい話でした。忘れかけていた落

選ショックが蘇えりましたが、それでも、京都に縁の深

い木高研関係者は京都周辺の人材の紹介や技術協力など

喜んで協力していこう

ということになりまし

た。協議会では、他の機

関にも視察に行き、林業

や木材について熱心に

勉強され、ついには木質

路面材の研究開発に成

功されました。 

 

木高研／のしろ白神ネットワークフの展

示ブース、なまはげ、トナカイ、比内鶏な

どウッディさんいの動物シリーズはどこ

に行っても人気です。 

 

「木」の町づくり協議会大西会長

の名刺、 

そんな協議会の成果報告を兼ねた「木の町 KYOTO フォ

ーラム 2010」が KBS ホールで開催されるということで、

招待いただきました。展示ブースも設定いただけるとい

うので、同じように「木」の町づくりを目指す我々のネ

ットワークの宣伝や、ウッディさんないさんの動物シリ

ーズ、県内メーカーの木製土木製品の紹介をしてきまし

た。展示ブースはフォーラム会場内の特等席を用意して

いただき、参加者からたいへんな注目を浴びていました。 

 



 
 

 会場内には、報道関係者の姿も見られ、ネットワーク

の展示ブースも撮影されていました。放映されたかどう

かは分かりませんが・・・。 

 

フォーラムの様子も紹介しておかないといけませんね。オ

ープニングでは、大西会長の開会宣言に続き、主催者挨拶

があり、その後、近畿地方整備局の副局長、京都府副知事、

京都市長の挨拶がありました。この顔ぶれにも驚かされまし

たが、皆さんの挨拶から、木の町づくり協議会と一緒になっ

て木材利用を進めていこうという思いが伝わり、さすがは観

光と環境のまちだなと感心してしまいました。その後、事例

発表と、パネルディスカッションが行われ活発な議論があり

ました。 

製品開発だけでなく、情報発信し普及させるためにこうし

た産学官民を交えたイベントを行うなど、協議会の行動に、

秋田と違う雰囲気を感じ、刺激されてきました。のしろ白神ネ

ットワークの展示ブースの注目度が表すように、ここには技

術と実績、人材がたくさんあります。これをどんどん売り出し

ていかないと・・、と改めて思いました。 

文：佐々木 貴信 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

木の町づくり協議会の HP： 

http://www.kinomachi-kyoto.jp/ 

岐阜大学の棚橋研究室の展示ブース。木材

の圧縮成形技術で木製路盤材の開発に協

力されています。 

パネルディスカッション（座長：今村祐嗣京

都大学名誉教授）の様子。京都市建設局

の平井管理検査課長は、京都市内の観

光地に木製の防護柵（→）を設置したこと

を紹介されました。 

 

取材を受けるのしろ白神ネットワークの

展示ブース。 

フォーラム 2 日目のチラシ。祝日ということもあり、

市民が参加できるイベントがありました。吉本お

笑いライブなど楽しい企画がたくさんありました。 

 

 


